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インドネシ7の火山

今年3月数万人の被災者を出し世界中のジャｰ

ナリズムの注目を集めたインドネシアの有名な観光地

バリ島随一の高峰アグン火山でGrAg㎜g)の大噴火は

耳新しい事件である.この噴火によって火口から5

㎞ほど離れたベサキ村は約10c血の厚さに火山灰や

ラピリｰスコリヤ等で埋められ火口近くの寺院では

ミアグンの紙の怨を静めようとして多数のバリ島の

村人たちが堂の中にこもり祈りながら熔岩や火山灰に

埋められてそのまま昇天したという悲劇はバリ島を

訪れたことのある私には目のあたりにみるように想像

できる.このよう祖噴火はインドネシアでは毎

年のようにどこかでみられ歴史的にも有名狂メラピ

火山(G.Merapi)やクラカトウ火山(G.Krakatau)は

今なお活動を続けている.

火山国である日本は最近の三宅島の噴火桜島や浅

間山の噴火尋常に活動がみられその被害は決して少な

いものでは祖く上記のようだ大被害を受けたインドネ

シアの人々に心から同情するものである.そこでこの

火山とは何であろうか?その答を出すにはなかなかむ

ずかしい問題カミよこたわっており日本でも大学や国の

研究機関でいろいろの詳しい研究がなされている.

簡単に説明すると火山とは一般に地下に潜在するマグ

マ(Magm｡)が地表に噴き出しその噴き出された物質

がつみかさなってつくられた山であるといえる.最

南鑑清

近の研究報告によるとノ･ワイやカムチャッカの火山で

はマグマは地下敷1C㎞のところから上昇してくること

が地震波の解析でわかったといわれている.

このようなマグマが地表に噴き出さない場合でも地

中で移動したり地殻をおしあげ均衡をやぶろうとす

るエネルギｰ移動のために火山性の地震をおこす場合

もある.火山爆発のエネルギｰはまた原爆や台風

と匹敵するものである.

(単位エルグ*)

火山大爆発10一阯1

叢慧(初期のもの)ll;;1二冊灘

台風1｡旧一輝滋ネ

この強大なエネノレギｰにより火山活動がおこなわれ

るもので一般にこれによりっくられた地表の変化によ

る地形を火山とよんでいるのである.火山はその活動

をおこすマグマの性質や量によりいろいろの違いを示

すことは普通に考えられることである.SiO｡の増

加温度の低下揮発成分の減少などによりマグマが

粘性を増すことは普通に考えられることでこれにそ

の他の条件が加わり噴火爆発等の規模状態カミ異な

っている.たとえばイタリアのナポリ(NapoH)

の東にあるベスビアス(Vesuvius)火山のようにプ

リニア(P1i･i･･)式爆発で多量の浮石質火山灰と火

山泥流により一挙に近くのPompeii,Hercu工aneum等
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町を埋没した画歴79年の爆発はあまりにも有名である.

最近のバリ島のアグン火山のみならず日本でも三宅島

大島桜島等の火山は常に活動をつづけ多数の被害を

与えている.

1952年9月24目鳥島と青ケ島の中間にある海底火山

明神礁の調査に向った海上保安庁水路部所属ミ第5海洋

丸､が調査中にこの海底火山の大爆発に遭遇し田山

博士を初め31人の貴い命が失はれた事件も今なお脳

裏に刻まれている.

インドネシアや日本の場合のように火山が爆発的な噴

火を間歌的に続けるために火口を中心として成層状の

円錐形地形をつくることが多い.富士山やメラピ火山

はその代表的な例といえる.この場合は熔岩の性質は

安山岩や玄武岩質であるが成分的に流紋岩や石英安山

火山の形式

岩等のようにSiO｡に宴んでくると粘性が大となり

爆発エネノレギｰの蓄積が大となり大きな爆発を起すこ

ととなる.このような場合噴火の直後にマグマ溜の

圧力が減少し山体が陥没しカルデラ(C･1d…)が形

成される.スマトラとジャワとの中間スンダ海峡中

にあるクラカトウ(Krakatau)火山は有名で大爆発に

よる陥没のため島が三分されいわゆる外輪に相当す

る部分が島として残っている.このクラカトウ型カル

デラは日本とかインドネシアに多くこの地域の火山

の大半はこの型に属している.

カルァラ直径

阿蘇(鹿児島)17～25km

姶良(鹿児島)23～24km

クレｰタレｰク(アメリカ)8～10km

キラウエア(ハワイ)4～6km

ブロモ(インドネシア)10-11km

バト(インドネシア)8～10km

クラカトウ(インドネシア)6～8km

火山は一般に古期外輪山を形成する第一期の噴火一→

ブロモスメル火山火山灰中から発掘

され再現されたキデルの遺跡

東部ジャワプリクｰルの近くにあるプナタランの遺跡クルｰト火山の火山灰の

下にうずまっていたものを掘り州し復元されたもの�
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パリ島の火山

グレンコウ型カノレテラｰ→新期外輪山を形成する噴火

→クラカトウ型カノレデラ→中央火口丘群の噴火とい

う歴史をたどっている.カルデラを形成するよう祖火

山の周辺には多量の噴火による火山噴出物の降下があ

る.日本の南九州にみられる姶良阿多その他のカノレ

デラ式火山からの地出物により形成したと考えられるシ

ラス灰石等は有名であるがインドネシアでも中部

ジャワから東部ジャワにかけて多量の火山灰堆積がみ

られる.現在でも東部ジャワの火山噴火の際はそ

の灰によりあたかも東京のミスモツグミのような様相を

呈し自動車の走向も困難になるほどである.農作物

に被害を与えることは日常の事であるが噴火が雨期

にかかると火山灰や泥流が河川に混入し洪水の原因

となり大きな災害をひきおこしている.

インドネシアの河川の水が常に褐色を呈しているのは

微粉状の火山灰が混入するためで必しもミラテラィトミ

質の泥流ではない､歌で有名なブンガワンソロすね

火山の分布

地球上には約500の休活火山がある.その60%は

火の輸“Ci･c･m･Pa･ifi･gi･dl･offi･e"として環太

平洋火山帯を形成している.このよう祖火山帯は大陸

と海洋との不安定地帯地質構造帯に相当している.

インドネシアの場合もミ失わねた大陸ミとしても有名な

カリマンタン西部一マライ半島にみられる花開岩バソリ

スをとりまく摺曲構造に沿って火山が分布してい

る.この構造帯はほぼ東西につらなりフロレス群

島から急に反転北にスラウェシフィリッピンに続い

ている.構造帯上に分布する火山の数は150に達し

その数からいっても日本チリイタリアに並ぶ火

山国である.

インドネシアにおいては火山の研究はオランダ時代

から行なわれてきており最も人口密度の多いジャワ

島を中心として観測などが行なわれている.地質局分

室としてジョクジャカルタに研究室があり主として

メラピ火山の観測が行なわれている.

バリ島バト火山σ)カルデラ周辺にある部落アグン火山の触発によりこのよう

な部落が灰によP埋められたという屋根の小さい堂は先祖を祭｡､たもので

民家の屋敷内にならんでたてられている

藁部ジtワからバリ島に渡る途中に望見される東部ジャ

ワのメ7ピ火山�
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メラピ火山

インドネシアにはメラピと名付けられる火山が多い

このメラピとは“Merapi"す柾わちミ赤い火㌔の意味

で火山のことを“Gmu㎎api"といいすべて火を表

わしたことばが使用されている.有名なメラピ火山は

ジョグジャガノレタ市北側にあるものである.他に

東部ジャバやスマトラにも同様の名称でよばれる火山も

あるが普通によばれるときはこの火山をさしている.

むかしボロボドｰノレ(Borobudhur)の遺跡がこの

メラピ火山の噴火による火山灰で埋められていたもの

をオランダ時代に堀り出され原形に復元したことは

有名な話である.昨年同地を訪れた際噴火があり

その噴火による火山灰やラピリｰ等の降下が雨期とか

さなりプロゴ川を氾濫させたり剛11にかけられた大

きな橋が破壊されたりして数月月にわたって交通

をと約させたことも記憶に新しい.ジョクジャの研究所

_一〃}･､.･』

ジラカ村からみたメラピ火山(1953)

員の話によると噴火の際南側のカリウラン'(Ka1iu-

ra㎎)村から観測のため登山したところ相続く爆発

的噴火のため山体がはげしく振動し歩くこともでき

ず命からがら降下する火山灰礫の中を斜面をはうよう

にして逃げのびたといっている.

メラピ火山はその斜面の傾斜約30θ～35｡の円錐状

火山でその噴出物は熔岩よりも火山砕屑物泥流に

とんでいる.岩質からみると角閃石輝石にとむ安

山岩や玄武岩からたっている.山体の北西には直径

700m以上の山頂火口からつづく亀裂があり噴出物や

ガスはこの亀裂に沿って斜面をはうように流れおり

てくることが多い.

193⊃年12月の噴火では熔岩流出により部落がうず

められ数100人の死者を出したと伝えられ有史以来

最近に至るまでしぱしぱ大噴火をおこしているインド

ネシアの代表的火山の一つである.

メラピ火山の大爆発熔瀞流が北.佃部の割れ同に治って噴出している(バン

ドン地質喘擁映)

メラピ火山の大爆発噴火によるガスが撚列な勢で畷出し

ている(バンドン地質局擬供)

ノラビ火山の大耀発爆発的噴火によリ大きな割れ目が形

成されている(バンドン地質局挑供)�
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クラカトウ火山

スマトラとジャワとの間ス1■ダ海峡にある火山島で

ある.クラカトウ火山は現在カルデラの一部が島

として残り海上に姿をみせている3つの島からなって

いる.クラカトウ火山はむかし標高2000m以上に達

する円錐状の火山であったと考えられ爆発により沈没

カルデラを生じたものである.それカミ今から280年ほ

ど前に再びこの沈没カルデラ中に紫蘇輝石安山岩から

なる火山活動があり上記3島が連続して長径8㎞

短径5㎞のクラカトウ島を形成した.その後200年

1883年に至って世界的に有名な爆発的大噴火により

�

元のラカタ島に相当する一部分を残して島の以上が

㌀

飛散したと伝えられる.

この爆発の噴煙は5〔㎞の上空に達し火山灰の分布

範囲は827,00〔㎞2におよび音波空気の振動波津波

は全世界に伝わった患いわれている血

虹くにスンダ海峡地方の沿瀞は3帥～3独の高さの

津波により36,000人の死脅を閉したと伝えられてい

る｡現在もなお盛んに噴煙をあげ間歓的な小噴火が

つづいているのがみられる封昨年的mi㈱調査のため

κ;㌻
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スカルノ大統領一行が調査船を仕立てて現地におも

むいたことも話題の一つとたっている.ラカタ島の

火口湖の水を1949年バンドン地質局で分汽したところ

海水と異なり硫酸塩が多く燐酸珪酸MnFe

にとみ酸性度の高いことカミ報告されている.1952年

の爆発による火山灰の成分は下記の通りで
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98.5(バンドン地質局分析)

クラカトウ水111

の倣蟹図

岩質的にはやや塩基性の安山岩に相当する.クラカ

トウ火1⊥1の現在までの火山活動の推移は別区の通りで

ある.この事実をみると火山噴出物がやや酸性

に移り変る場合大爆発を起しておりインドネシアの

他の火山の場合も同様に酸性度を増加する場合には大

爆発の危険性をはらんでいることがよくわかるようで

ある.

クラカトウ大1I1の変せん

(I)手刀j蓼』`クラカトウ火

山化成)

(紫蘇輝石安山岩より

なる火u1活鋤)

(lI)初』則爆魏カルデラ

(㎜)第二期

概榎石安山岩を主とす

るラカタ島の火山活動

(w)や･酸性の紫蘇輝石

紫山岩の火山活動

巾��

(Y)1883年の大爆発によ

るカルデラ形成

搬卿かち現在に至る旧1

のタラ功トウ火山

クラカトウ火山の噴火(バ"シドン地質局撰傑)�
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タンクバンプラウ火山

私が駐在していたバンドン市北方約3C㎞の位置にあ

る標高2200mの火山である.その形は舟を逆にし

たような形でバンドン北方の屋根を形成ししぱしば

風景画の対象とされバンドン市内の街頭画家達は多

くの絵の中に一二枚はこの火山の絵をまじえている.

バンドン市にまつわる伝説の一つにこのようなもの

がある､それは母と子の悲恋の物語である.

そのむかしこの地に住む母(アミナ)と子(ウマｰル)が

幼少の時戦乱により生別した.その後20余年の歳月が流れ

成人に達したウマｰルはある祭礼の折まだ若くて美しいア

ミナと行きあい互いに愛しあうようになった.しかしなが

らふとしたことでウマｰルのもつミまもり袋≒から自分

の息子であることを知ったアミナはウマｰルから離れようと

するが恋におぼれたウマｰルは神々離れようとしない.

アミナは一策を案じ満月の夜までに自分の住むタンクバン

プラウの山ろくまでくることができたら結婚しようと約束

しウマｰルを対岸部落にかえした.アミナは神に祈りバン

ドン盆地に水を満たし渡れないようにした.ウマｰノレはこ

の湖水を渡るために舟をつくり満月の夜この湖水を渡り

アミナのもとにやって慈た｡母はもはやいいのがれるすべ

もなくタンクバンプラウ火山の火口に身を投じた1ウマｰ

ルはその後を追っていったと伝えられる.その時ウマｰル

の使用した兜が逆になりタンクバンプラウ火山の形をつくっ

たとも伝えられる｡(アミナウマｰルは仮の名前である)

妻ンタバンプタウ大凶のジ､肺

そのワイヤンオラン(人が演技する劇)でみられる悲

劇的な終末を考えると仔情的な感傷がかもしだされた

りする.

火山は1950年の噴火を最後に休止しているが火口底

ではなお噴気がみられ昇華硫黄がその噴気口に多量

に付着しガスが硫酸酸性であることを示している.

火口壁は美しく成層された輝石安山岩質熔岩ラピリ

ｰ火山灰の互層からなりその開けた火口壁の一部に

は1883mの標高点の石塔がつくられ市民の絶好のレク

リェション地となっている.土目祭目等は多数の観

光客によってにぎわっている.数年前にはこの場所も

反政府ゲリラが出没し兼子前地質調査所長や安斉･

平山課長が駐在の折は護衛兵をつれて登山したとい

われる.政庸の好転した現在は自由に登山が許されて

いる.またこの火山の周囲にはチャチノレマリバ

ヤ等の温泉があり登山の帰途の絶好のレクリェｰショ

鱒;ン地と放っている剖

鎌

タンクハンプ管ワ穴1土μり㌔1山;紘蝕≡肯,｡土ω)､｡仙繊1こあ義

タンクバンプラウ火山の中央火口壁

タンクパンプラウ火山の火1コ丘における噴気口�
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ブ回モ火山

ブロモ火山はジャワ島で最高のスメル火山の北側に

あり直径1C㎞以上に及ぶカノレデラとその中央火山丘

は今なお活動をつづけている.カルデラ平原はトラッ

クジｰプでも自由に走り回れるほど広く発達してい

る.このブロモ火山にはマドラ海沿津のプロボリンゴ

市から車で登山することが可能である.その間約40

㎞プロボリンゴとスラバヤ市聞は約10C㎞であるの

でこの方面からの観光客が多い.

中央火山丘から火口丘をのぞくと噴煙がつづいてい

る.スメノレ火山はブロモ火山の南側にあり盛んに噴

煙をあげている.この火山はジャワ島では最も高く

標高3676mであり1953年頃から熔岩流の噴■出を伴

う1噴火カニ続き現在もたお小噴火が続いている火山であ

る.したがって山頂近くの地形はたえず変形してい

る.スメノレ火山の東方にラウン火山がある11953

年から56年にかけてほぼスメル火山の活動が盛んな

頃に噴火が行なわれている.噴出物はメラピクラカ

トウ火山に比較してやや塩基性を示している.
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ブ揮脊火口､1の吻ルヂラ畿
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部

ブロモ火山のカラテ夢中､央にみられる火山群(左側に白くみえるのが現在噴気巾の火口)

ブ1コモ水1｣1の中央火口丘の火口底における噴気�
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バト火山とアグン火山

バト火山はバリ島の中央部にある大力ノレデラ式火山

でアグン火山はその東方にある1バリ島の有名匁キ

ンタマ二部落はバト火山カルデラの外輪上にありそ

の外輪の一部を通り南北に走る観光道路がある.

バト火山(バト山の最近の噴火は1926年でアグン山の噴火は1917

年であった)は現在噴火はみられないがその中央より

北側には黒々とした熔岩流がみられ草木のはえていな

い状態から最近の活動による噴出物と考えられる.

南側の方にはカノレデラ湖があり土地の人による養魚が

行なわれているといわれる.バト山の背後に突出して

いる山はアグン火山で話題の中心となったものである.

イ:■ドネシアにおける活火山の大部分はスマトラジ

ャワに集中しているといってもよいほど数が多いのは

前述のとおりであるがこれらの火山は常に噴煙を上げ

て活動赫続いている.とくに中部から東部ジャワの活

火山は間歌的に火山灰を含む噴煙を上げており私たち

が東部ジャワの調査旅行中にも数回その洗礼にあって

いる.活動の激しい時は東部シャワｰ帯が降灰にみ

まわれ運行中の自動車も徐行するほどで宿泊地で

一夜明けた時その自動車のボンネット上に数mmの火

山灰がつもっていたこともあった.

これらの火山活動の歴史については現在までに

“GeoloyyofIndOnesia"やバンドン地質局から発表

されている記録によるほかはない.またバンドン地

質局にある被害の写真も数多く1つ1つを報告すると

限りがない.インドネシアも火岬こ悩まされる点では

日本と同じてこの点火山の研究は今後共相互扶助で

行くべきであるものせ思われる.

(筆者は鉱床部)
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バリ島中火部のバト山カルデラ

←

クルド火山の火口湖東部ジャワクデリｰ市の

近くにあり1919牢に大爆発を起こし大きな被

害があった(バンドン地質局提供)

→

ガルｰト市南懐莉3821mのチクラ凧

火1uの1｣1ろく地榊は美しく階段状に

田畑が開こノ)されている�




